
市制施行 20周年特集

新庄原市誕生
（平成17年3月）

庄原市制施行10周年記念式典
（平成27年10月）

敷信みのり保育所竣工
（平成19年3月）

市役所新庁舎完成
（平成21年３月）

里山の駅庄原　ふらりオープン
（平成30年３月）

比婆いざなみ街道マラニック2017
（平成29年10月）

こども未来広場竣工
（令和元年７月）

松江自動車道開通・道の駅たかの
オープン（平成25年3月）

「こまわりくん」運行開始
（平成24年４月）

オープンガーデンスタート
（平成23年５月）

西城保育所竣工
（令和２年３月）

比婆牛振興に関する協定締結
（平成26年７月）

庄
原
市
制
施
行

庄
原
市
制
施
行
2020
周
年
周
年

　

平
成
17
年
３
月
31
日
、
庄
原
市
・
西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高

野
町
・
比
和
町
・
総
領
町
の
１
市
６
町
が
１
つ
に
な
り
、
新
庄
原
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
３
月
31
日
で
新
市
誕
生
か
ら
20
年
。
令
和
７
年

度
は
、
市
制
施
行
20
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。

　

今
回
は
、
主
に
広
報
し
ょ
う
ば
ら
に
掲
載
し
た
過
去
20
年
の
出
来
事

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

月
庄
原
市
の
主
な
出
来
事

３
１
市
６
町
の
合
併
に
よ
り
、新
庄
原
市
誕
生

４
初
代
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
就
任

９
合
併
記
念
式
典
開
催

12
高
野
で
積
雪
１
６
６
セ
ン
チ
を
記
録

３
県
立
広
島
大
学
と
包
括
的
連
携・協
力
協
定
締
結

３
東
城
保
育
所
竣
工

４
田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
面
オ
ー
プ
ン

７
記
録
的
な
豪
雨
災
害
が
発
生

８
市
の
花（
桜
）、市
の
木（
ブ
ナ
）制
定

１
長
期
総
合
計
画
策
定

３
敷
信
み
の
り
保
育
所
竣
工

４
上
野
総
合
公
園
エ
リ
ア
拡
大
オ
ー
プ
ン

４
庄
原
共
同
調
理
場
竣
工・庄
原
中
学
校
完
全
給
食
開
始

１
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
方
針
決
定

２
東
城
小
学
校
新
校
舎・共
同
調
理
場
竣
工

３
谷
繁
元
信
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

７
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
設
立・比
婆
牛
振
興
に
関
す
る
協
定
締
結

８
西
田
篤
史
さ
ん
庄
原
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

１
金
藤
理
絵
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
功
労
賞
授
与

８
道
の
駅
た
か
の
１
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

８
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
策
定

10
庄
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

11
庄
原
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
完
了

３
第
２
期
長
期
総
合
計
画
策
定

６
比
婆
牛
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録

10
金
藤
理
絵
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

10
秋
巡
業
大
相
撲
庄
原
場
所

10
書
籍「
日
本
誕
生
の
女
神
」発
刊

２
小
児
科
診
療
所
等
の
運
営
に
関
す
る　
　
　
　
　

基
本
協
定
調
印
式

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
再
選

９
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
の
愛
称　
　
　

「
里
山
の
駅
庄
原　
ふ
ら
り
」選
定

10
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
マ
ラ
ニ
ッ
ク
２
０
１
７

11
庄
原
市
が
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念　
　
　

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

12
道
の
駅
た
か
の
２
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

１
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
竣
工

３
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア　
　
　
　

「
里
山
の
駅
庄
原　
ふ
ら
り
」オ
ー
プ
ン

４
庄
原
赤
十
字
病
院
で
産
科
医
療
が
再
開

５
比
和
温
泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘・高
齢
者
冬
期
安
心

住
宅
オ
ー
プ
ン

６
小
児
科
診
療
所・病
児
病
後
児
保
育
施
設
竣
工

７
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
発
生

10
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
１
８

10
庄
原
市
斎
場「
和
の
丘
」落
成
式

３
金
藤
理
絵
さ
ん
を
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
任
命

７
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
竣
工

９
比
婆
牛
が
地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
）登
録

11
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
１
９

11
市
と
㈱
ウ
ッ
ド
ワ
ン
が「
庄
原
材
活
用
の
た
め
の

連
携
協
定
」締
結

11
日
本
郵
政
㈱
か
ら「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」譲
渡
打
診

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

３
西
城
保
育
所
竣
工

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

市
内
の
小
中
学
校
な
ど
を
臨
時
休
業

４
庄
原
観
光
推
進
機
構（
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）設
立

10
道
の
駅
た
か
の
３
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

11
交
通
交
流
施
設（
備
後
庄
原
駅
舎
）・備
後
庄
原
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
供
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

１
市
役
所
新
庁
舎
着
工

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
オ
ー
プ
ン

４
西
城・高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
ス
タ
ー
ト

５
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

３
庄
原
市
役
所
新
庁
舎
竣
工

４
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
再
選

５
総
合
体
育
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成

７
三
楽
荘
取
得

９
市
民
ひ
ろ
ば
完
成

４
東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設「
え
び
す
」オ
ー
プ
ン

４
紅
梅
通
り
三
軒
茶
屋
オ
ー
プ
ン

５
街
道
東
城
路
が
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に
認
定

６
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
キ
ョ
ロ
や
ま
く
ん
」誕
生

７
庄
原
市
豪
雨
災
害
発
生

７
庄
原
焼
き
誕
生

１
月
に
１
度
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト

１
三
楽
荘
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

４
刀
匠
の
久
保
善
博
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

５
初
の
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
施

12
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

３
庄
原
中
学
校
新
校
舎
完
成

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

４
一
般
社
団
法
人
庄
原
市
観
光
協
会
設
立

４
総
領
地
域
で「
こ
ま
わ
り
く
ん
」運
行
開
始

７
久
岡
昇
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

10
石
原
和
幸
さ
ん
が
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

２
東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー・東
城
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成

３
松
江
自
動
車
道
開
通・道
の
駅
た
か
の
オ
ー
プ
ン

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
就
任

４
林
英
哲
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

７
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
指
定
50
年

11
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
策
定

　
庄
原
市
20
年
の
歩
み
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住
民
告
知
端
末
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を
活
用
し
、
災
害

な
ど
の
緊
急
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

行
政
情
報
を
音
声
で
お
伝
え
す
る
も
の

で
す
。
現
在
、
市
内
の
約
１
万
7
百
以

上
の
世
帯
・
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
自
治
振
興

区
や
自
治
会
、
消
防
署
、
警
察
署
か
ら

の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
、
ラ
ジ
オ
放
送
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
住
民
告
知
端
末
の
便
利
な

機
能
や
、
故
障
し
た
際
の
問
い
合
わ
せ

先
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
お
知
ら
せ
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

放
送
内
容（
定
時
放
送
）は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
　
　

確
認
で
き
ま
す

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

住
民
告
知
端
末
・
光
回
線

の
各
種
手
続
き

▼
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
（
最
大
音
量
）

　

避
難
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情

報
、
災
害
予
知
情
報
な
ど
を
最
大
音
量
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
定
時
放
送
・
臨
時
放
送

　

市
役
所
開
庁
日
の
20
時
と
翌
日
の
６
時

30
分
に
、
市
か
ら
の
情
報
（
定
時
放
送
）

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

　

消
防
署
・
警
察
署
か
ら
の
啓
発
や
、
自

治
振
興
区
、
自
治
会
、
小
中
学
校
か
ら
の

行
事
の
開
催
・
中
止
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ
放
送

　

住
民
告
知
端
末
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

定
時
放
送（
全
域
）で
放
送
し
た
内
容
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
原
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も

確
認
で
き
ま
す
。リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
の「
広

報
」
→
「
告
知
放
送
」
の
順
に
タ
ッ
プ
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
が
聞
け
な
い

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
改
善

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
告
知
端
末

と
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
黒

い
機
械
）
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
差
し
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
し
て
も
改
善
し
な
い

場
合
は
庄
原
市
行
政
総
合
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐
２
８
６
８
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
告
知
端
末
の
ツ
マ
ミ
が
壊
れ
た

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
替
え
の
ツ
マ
ミ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
故
障
受
付
（
☎

０
１
２
０
‐
２
４
８
‐
９
９
５
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

住
民
告
知
端
末
と
光
回
線
そ
れ
ぞ
れ
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
住
民
告
知
端
末
・
光
回
線
の
新
規
設
置

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
住
民
告
知
端
末
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
レ
ッ
ツ
光

回
線
を
利
用
す
る
際
に
は
、
住
民
告
知
端

末
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
告
知
端
末
・
光
回
線
の
設
置
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
行
政
管
理
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
設
置
工
事
費
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
告
知
端
末
は
フ
レ
ッ
ツ
光
以
外
の

回
線
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
住
民
告
知
端
末
の
移
転
・
使
用
中
止

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
届
出
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

▪
移
転

　

告
知
端
末
を
、
ご
自
身
で
移
転
先
に
お

持
ち
い
た
だ
き
、
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
使
用
中
止

　

住
民
告
知
端
末
を
市
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
光
回
線
の
移
転
・
使
用
中
止

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
島
根
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐

３
４
９
９
）
に
電
話
し
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

住民告知端末をご利用ください

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

NHK第１NHK第１

中国放送中国放送
チャンネルチャンネル

音量音量

市制施行 20周年特集

「つなぐ棚田遺産」認定
（令和４年３月）

口和小学校開校
（令和３年４月）

帝釈峡記念事業スタート
（令和５年４月）

庄原市民会館・庄原自治振興セン
ター改修工事完了（令和５年３月）

令和３年令和４年令和５年令和６年

３
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
カ
ー
ド「
い
ざ
な
み
カ
ー
ド

（
な・み・か
）」の
利
用
が
市
内
全
域
で
ス
タ
ー
ト

３
西
城
小
学
校
子
育
て
支
援
施
設
竣
工

３
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
が「
国
産
ジ
ビ
エ
認
証
」取
得

４
口
和
小
学
校
開
校

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
再
選

７
森
林
体
験
交
流
施
設（
森
林
の
学
舎・比
和
）整
備

11
芸
備
線
カ
ー
プ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行
開
始

12
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
を
取
得
し
愛
称
を　
　
　
　
　

「
桜
花
の
郷 

ラ・フ
ォ
ー
レ
庄
原
」決
定

３
比
和
町
三
河
内
の
棚
田
が「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」認
定

４
桜
花
の
郷 

ラ・フ
ォ
ー
レ
庄
原
オ
ー
プ
ン

６
新
焼
却
施
設「
備
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」完
成

７
西
田
篤
史
さ
ん・松
本
裕
見
子
さ
ん
を　
　
　
　

庄
原
市
ジ
ビ
エ
大
使
に
任
命

11
㈱
ウ
ッ
ド
ワ
ン・㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
と　
　
　

立
地
協
定
締
結

３
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立

３
庄
原
小
学
校
子
育
て
支
援
施
設
完
成

３
庄
原
市
民
会
館・庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
工
事
が
完
了

４
国
の
名
勝
指
定
１
０
０
年・国
定
公
園
指
定
60
年

帝
釈
峡
記
念
事
業
ス
タ
ー
ト　

５
庄
原
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
芸
備
線（
広
島
‐
備
後
庄
原
駅
間
）開
業
１
０
０
周

年
記
念　
第
22
回
庄
原
駅
前
フ
ェ
ス
タ

11
国
の
名
勝
指
定
１
０
０
年・国
定
公
園
指
定
60
年

帝
釈
峡
マ
ラ
ニ
ッ
ク
大
会　

３
第
１
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

４
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
庄
原
工
場
竣
工

９
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
留
学
事
業「
お
試
し
留
学
」

開
始

11
第
１
０
０
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
２
４

　市は、市制施行20周年を迎えるにあたり10周年と同様に、各種団体に参画いただ
く中で、多くの市民の皆さんに参加していただけるような記念行事を実施したいと
考えています。
　記念行事では、本市のこれまでの歩みや魅力を発信し、市内外から多くの方に足を
運んでいただける企画を検討しています。
　20周年を祝う記念式典や各種団体の企画するイベントなど、一連の記念行事を通
して、次代につながる本市をPRするとともに、参画をいただいた皆さんをはじめ、市

民の皆さんそれぞれの心に残る行事となるよう検討をします。
　記念式典の実施など、記念事業の詳細が決定しましたら、改めて広
報しょうばらや市ホームページなどでお知らせします。
　多くの皆さんの参加をよろしくお願いします。

庄原市制施行20周年　記念行事
総務課総務法制係　☎0824-73-1123

ホームページ

市公式LINE

広報しょうばら／ 2025.3　16 17　2025.3 ／広報しょうばら


